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数観念をもとにして、計算の過程を念頭で処理する計算の方法を暗算といいます。

口頭で計算問題を出し、暗算で結果を求めさせる方法を聴暗算、計算問題を数字にか

いて提示し、暗算で結果を求めさせる方法を視暗算として区別することもあります。

紙にかいている数でも、また、４６＋１３のように横書きにしても、

右のように縦書きにしても、頭の中で計算をして数観念に基づいて答え

を出せば、それは暗算です。

筆算は、数を分解して下の位から計算（除法以外）しますが、それに対して暗算は、

上の位から計算することをいい、そのよさを次のようにとらえています。

・ 数の唱え方と合っているので暗算しやすい

・ 数の大きさを捉えるには、上の位が大切

・ 数をなるべく分解しないで、頭に置くほうが暗算しやすい

指導にあたっては、自然にこの方法で暗算ができるように、

例えば右の例のように、３６＋２ 「さんじゅうろく たす

にじゅう・・」と口頭で示し、答えを予想させながら暗算させるとよいでしょう。そ

の際、途中の計算３６＋２０の答えの５６をメモさせて計算させ、次第に暗算に慣れ

させるということも大切なことです。

・ 正しい方法で計算させ、速さは要求しない。

・ 順序よく段階的に進ませる。

・ 上の位から下の位へ処理する

・ 数をなるべく結びつけたままで行う・・・に留意しましょう。
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３２—１５の場合

① ○○ （ まず、３２ある ）

② ○○○○○ ○○ （ 一の位が引けないから、十の位の１０

○○○○○ の束を１つばらにする ）

③ ○○○○○ ○○ （ １０と５を除く ）

○○○○○

④ ○○○○○ ○○
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○Ａ ○Ｂ ③において、○Ａ より○Ｂ を先に

除くと筆算、○Ａ を先にすると暗

算の考えとなります。

互いの違いを図や操作で明確

にしておきましょう。


